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１ 件 名 
 「山口市仁保地区の特産物を活用した乾物の商品開発と食育活動」及び「乾物の利用啓
発活動に関する取組」の報告会の開催について 

 
２  趣 旨 
  山口県立大学看護栄養学部栄養学科調理学研究室では、本年度山口県中山間地域元気
創出若者活動支援事業の採択を受け、山口市仁保地区の特産物を活用した乾物の商品開
発と食育活動に取り組むとともに、日本の食文化伝承を目的に、若い世代への乾物の利
用啓発活動を行いました。 
今回、これまでに取り組んだ活動の報告会を開催し、食育活動に使用したパネルや教

材の展示を行います。 
 
３ 日程等 
(1) 日 時  

 平成 25 年 3 月 19 日（火）10:30～11:30  

(2) 場 所 
ＪＡ山口中央仁保支所 2階ホール（山口市仁保中郷 973-1）※裏面参照 

(3) 参加者 
山口県立大学看護栄養学部栄養学科調理学研究室 教員・学生 
仁保田舎のべっぴんさん(JA 山口中央仁保支所女性部有志) 
仁保むらづくり推進協議会  
株式会社木原製作所 
山口県 
山口市 ほか 

４ 内 容 
(1) 「仁保の特産物を活用した乾物の商品開発と食育活動」に関する報告  
 (2) 「乾物の若い世代の利用実態と家庭料理への普及啓発の検討」に関する報告 
 (3)  上記(1)及び(2)に関する資料の展示 

（仁保きよ・仁保桃子を使ったレシピ、料理パネル、販売用ポスター、乾物料理教室 
で行った食育ミニ講座の教材等） 

 
５ 問合先 
    山口県立大学看護栄養学部栄養学科調理学研究室  園田純子  
    Tel/Fax  083-928-2454 
      E-mail  sonoda@yamaguchi-pu.ac.jp 

mailto:sonoda@yamaguchi-pu.ac.jp
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